
（参考様式９）
　　介護保険法第１１５条の４５の９に該当しない旨の誓約書
　　年　　月　　日
　久喜市長　様
申請者　　　住　所
氏　名（法人にあっては名称及び代表者名）
                                              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　申請者が、当該申請に係る指定（その更新を含む。）を受け、当該事業の運営を行うに当たっては、下記の各事項について十分に認識してこれを行うことを誓約します。
記
	１　指定事業者が、第１１５条の４５第１項第１号イからニまで又は第１１５条の４５の５第２項の厚生労働省令で定める基準に従って第１号事業を行うことができなくなったとき。
　２　第１号事業支給費の請求に関し不正があったとき。
　３　指定事業者が、第１１５条の４５の７第１項の規定により報告又は帳簿書類の提出若しくは提示を命ぜられてこれに従わず、又は虚偽の報告をしたとき。
　４　指定事業者又は当該指定事業者の指定に係る事業所の従業者が、第１１５条の４５の７第１項の規定により出頭を求められてこれに応ぜず、同項の規定による質問に対して答弁せず、若しくは虚偽の答弁をし、又は同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避したとき。ただし当該指定事業者の指定に係る事業所の従業者がその行為をした場合において、その行為の防止するため、当該指定事業者が相当の注意及び監督を尽くしたときを除く。
５　指定事業者が、不正の手段により指定事業者の指定を受けたとき。
６　前各号に掲げる場合のほか、指定事業者が、この法律その他国民の保健医療若しくは福祉

　に関する法律で政令で定めるもの又はこれらの法律に基づく命令若しくは処分に違反したとき。
７　前各号に掲げる場合のほか、指定事業者が、地域支援事業又は居宅サービス等に関し不正又は著しく不当な行為をしたとき。




